
第四次町田市子ども読書活動推進計画

2020年度取組状況報告書

町田市教育委員会

2021年7月



目　　次

基本目標Ⅰ　　　子どもが本と出会うきっかけ作り 基本目標Ⅱ　　　いつでも身近なところに本がある環境作り

1-1 ・・・・・・ 図書館でのおはなし会 2-1 ・・・・・・ えいごのまちだ

1-2 ・・・・・・ 「子育てひろば」でのおはなし会 2-2 ・・・・・・ 図書館児童資料

1-3 ・・・・・・ 学童保育クラブのおはなし会 2-3 ・・・・・・ 公立保育園および地域子育て相談センター

1-4 ・・・・・・ 子どもセンターのおはなし会 2-4 ・・・・・・ 学童保育クラブ

1-5 ・・・・・・ 自由民権資料館まつりでのおはなし会 2-5 ・・・・・・ 子どもセンター

1-6 ・・・・・・ 「きしゃポッポ」等での読み聞かせ 2-6 ・・・・・・ 「学校図書館活用の手引き」

1-7 ・・・・・・ 健診時のおはなし会 2-7 ・・・・・・ 学校図書館の蔵書整備

1-8 ・・・・・・ ブックトーク 2-8 ・・・・・・ 学校図書館支援貸出

1-9 ・・・・・・ 図書館のおすすめブックリスト 2-9 ・・・・・・ 「子育てひろばカレンダー」の発行

1-10 ・・・・・・ 町田市創作童話コンクール 2-10 ・・・・・・ 「生涯学習ＮＡＶＩ」の発行

1-11 ・・・・・・ 図書館でのイベント・講座 2-11 ・・・・・・ まちだ子育てサイトの活用

1-12 ・・・・・・ 文学館でのイベント・講座 2-12 ・・・・・・ 図書館公式ホームページ・Ｔｗｉｔｔｅｒ

1-13 ・・・・・・ 図書館見学の受け入れ 2-13 ・・・・・・ 「家庭学習の手引き」の提供

1-14 ・・・・・・ マイ保育園登録時の絵本配布 2-14 ・・・・・・ 「本と出会う場所」マップ

1-15 ・・・・・・ イベント等における本の活用

1-16 ・・・・・・ 母子バッグへのおすすめ絵本リスト同封

1-17 ・・・・・・ 各校特色のある読書活動

基本目標Ⅲ　　子どもの読書に関わる人の配置と育成

3-1 ・・・・・・ 学校図書館担当者研修

3-2 ・・・・・・ 新任教諭への図書館研修

3-3 ・・・・・・ 児童文学講座の実施

3-4 ・・・・・・ 保護者向け絵本の読み聞かせ講座の実施

3-5 ・・・・・・ 図書館おはなし会ボランティアの養成

3-6 ・・・・・・ 文学館おはなし会ボランティアの養成



3

基本
目標

通し
番号

取組
グループ 取り組み 担当課 対象 内容

2020年度の取組状況／特記事項
（前期：2020年4月～9月、後期：2020年10月～2021年3月）

振り返りと今後の目標 自己評価

＜前期＞
2020年度当初、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため図書館が閉館したことに伴い、中止。図書館の運
営が再開後（2020年6月9日）も、参加者等の安全性を
考慮し、休止。（※新型コロナウイルス感染症の影響に
よる）

＜後期＞
【中央図書館】
・1月～2月、「大きい子向けのおはなし会」を単発型の
イベントとして予定したが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため参加者等の安全性を考慮し中止。
【金森図書館】
・3/26屋外で感染対策を行いながら、「春休み青空おは
なし会」を実施。

・小学校からの依頼による出張おはなし会対応（木曽山
崎図書館3回）

＜前期＞
・新型コロナウイルス感染症の影響による、図書館での
お話会、図書館職員の派遣、ボランティアによるお話会
等は中止している。
・地域子育て相談センター年間77回実施予定中、19回
中止。
・新型コロナウイルス感染症の影響による、あそびの会
を予約制にし、出し物の1つとして絵本やお話に触れる
時間を設けている。

＜後期＞
・地域子育て相談センター年間51回実施予定中、16回
中止。
・あそびの会を予約制にし、出し物の1つとして絵本や
お話に触れる時間を設けた。
・新型コロナウイルス感染症対策をしながら図書館職員
の派遣、ボランティアによるお話会等も開催した。

【中央学童保育クラブ】
＜前期＞
・例年実施していた外部ボランティアを招いての夏のお
話し会は新型コロナウイルス感染症のため中止とした。
（※新型コロナウイルス感染症の影響による）
・昼食後に職員や3年生児童による紙芝居や絵本の読
み聞かせを実施した。

＜後期＞
・職員や3年生児童が集団指導時や自由遊び時に読み
聞かせを行った。

31 学童保育クラブのおはなし会おはなし会

図書館でのおはなし会おはなし会11

B
・新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、お話に
触れる機会を検討していく。

「子育てひろば」事業の一
つとして、地域子育て相談
センターが乳幼児向けお
はなし会を開催する。絵本
や紙芝居の読み聞かせを
中心に行う。見て聞いて絵
本の楽しさを味わえるよう
に、わかりやすい絵本を
提供しながら取り組む。

乳
幼
保

子育て
推進課

「子育てひろば」でのおはなし
会

おはなし会21

B
・新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて、参加者
の安全が一定程度確保できる状況になり次第再開する
予定。

乳幼児向けから小学校低
学年向けまで、年齢・発達
にあったおはなし会を、各
図書館が工夫をこらして
実施する。

乳
幼
小
保

図書館

基本目標Ⅰ　　　◎子どもが本と出会うきっかけ作り

・職員や3年生以上の高学年児童による読み聞かせが
比較的好評だったので、次年度以降も読み聞かせの機
会を設ける。

B

在籍する子どものために、
おはなし会を実施する。ま
た、子どもセンターや図書
館のおはなし会に参加し
ておはなしを聞く機会を確
保する。

小
児童青
少年課

・自己評価基準・・・「Ａ：予定以上に取り組めた、Ｂ：予定通りに取り組めた、Ｃ：予定よりも取り組めなかった」
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【つるっこ学童保育クラブ】
＜前期＞
・子どもセンターつるっこのおはなし会に積極的に参加
した。

＜後期＞
・職員が自由遊び時に、読み聞かせを行った。

【つるっこ】
＜前期＞
・地域のボランティア「柿の木文庫」の皆さんによる乳幼
児向けのお話し会「ぴよぱおタイム」を月1回開催した。
・新型コロナウイルス感染対策として、開場をこれまで
使用していた「スタジオゆめ」から広い「ぴゅあ」に変更
し、パズルマットを敷いて座席を設定し参加者が密にな
らないようにして実施した。また、ボランティアもマウス
シールドを使用した。
・夏休みは同じく柿の木文庫の皆さんによる「柿の木文
庫のお話し会」を実施。”乳幼児向け”と”幼児から小学
生向け”の2部に分けて行った。

＜後期＞
・地域ボランティア「柿の木文庫」の方々による乳幼児
の親子向けのお話し会「ぴよぱおタイム」を月1回開催し
た。
・前期に引き続き、新型コロナウイルス感染対策を徹底
した。
・ソーシャルディスタンスを保ちながら楽しめるようなパ
ネルシアターや紙芝居、親子のふれあい遊びを中心と
したプログラムに内容を変更した。今期も0才児の親子
が多く、ゆったりと温かなひと時を過ごせていたようだっ
た。

【ぱお】
＜前期＞
・地域ボランティア「おはなしアイアイ」の方々による乳
幼児向けのおはなし会を月1回実施した。
・定例の乳幼児事業の最後にお話しの時間を設け、大
型絵本や紙芝居等の読み聞かせを実施した。
（※2月末以降は新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため休館およびイベントを中止。1月から再開予定）

＜後期＞
・地域ボランティア「おはなしアイアイ」の方々による乳
幼児向けのおはなし会を7月から月1回実施した。
・定例の乳幼児事業の最後におはなしの時間を設け、
パネルシアターや紙芝居等の読み聞かせを実施した。
・新型コロナウイルス感染症対策として参加定員を設け
た。カーペットフロアで実施し、乳幼児は自由な姿勢で
お話や手遊びを引き続き楽しんでいた。

・今後、参加希望が増えた場合の実施場所の変更も検
討していく。

B
・今後も、ボランティアの方と相談し、新型コロナウイル
ス感染症の状況を見ながら、実施可能なおはなし会に
ついて検討していく。

市民に向けた「乳幼児向
けおはなし会」を行う。

乳
幼
小

児童青
少年課

子どもセンターのおはなし会おはなし会41

B

B

・自由時間に読み聞かせを行ったことで、子どもたちの
本に対する興味が深まり、子どもから読み聞かせをして
ほしいという声が増えた。
・高学年児童が職員にかわって、友達や低学年児童の
為に自発的に読み聞かせを行う姿が見られるように
なった。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、ボランティア
の方に来ていただくことが難しいため、次年度以降も職
員による読み聞かせの機会を設ける。

在籍する子どものために、
おはなし会を実施する。ま
た、子どもセンターや図書
館のおはなし会に参加し
ておはなしを聞く機会を確
保する。

小
児童青
少年課

学童保育クラブのおはなし会おはなし会31
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【ぱお分館WAAAO】
＜前期＞
・9月から、月1回のお誕生会に合わせた内容を取り込
み、活動した。
・ボランティア（高齢者支援センターさくらんぼの会）によ
るお話会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め中止とした。
日々の子ども達の遊びの状況を見ながら、1日2回程度
行う定例のお話会については、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため中止とした。

＜後期＞
・10月も引き続き、月1回のお誕生会の中でおはなしを
盛り込み実施した。
・ボランティア（高齢者支援センターさくらんぼの会）が
実施するお話会は新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため2021年1月まで中止、2月から月2回ずつ再開し
た。
・日々の子ども達の遊びの状況を見ながら、1日2回程
度行う定例のお話会については、日々の子ども達の遊
び館内の状況や保護者交流の合間を見ながら6回（月
に1回程度）実施した。
・新型コロナウイルス感染症対策として参加定員を設け
た。
・ＷＡＡＡＯは、部屋ごとに壁がない施設特徴から、申込
で定員にもれた参加者の方には、離れた場所から見学
してもらった。
・複数名のボランティアで実施している事業では、一人
ずつ交代で会場内に入ってもらうよう協力をお願いし
た。さらに、ボランティアさんと参加者との距離に配慮し
ながら実施した。

【ばあん】
＜前期＞
・(継続事業）月2回、未就学児の乳幼児を対象に、絵本
の紹介を含めたお話、手遊び、パネルシアターなどを、
ボランティア団体（おはなしとんからりん♪）に依頼し実
施した。終了後は読まれた本の紹介やおすすめの本を
保護者が自由に見られるようにした
（※2月末以降は新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため休館およびイベントを中止した。7月から再開）

＜後期＞
・月2回、未就学児の乳幼児を対象に、絵本の紹介を含
めたお話、手遊び、パネルシアターなどを、ボランティア
団体（おはなしとんからりん♪）に依頼し実施した。
（※4ヶ月間に及ぶ改修工事の期間も、近隣の原クラブ
会館において、定員や回数の工夫をして実施した。）
・新型コロナウイルス感染症対策として参加定員を設け
た。演ずるボランティアもマスクやフェイスシールドを身
につけ、利用者同士、演者との間隔を空け、動きのない
形で行ったので、多少内容が伝わりずらいこともあった
が、参加者数にあまり変化はなかった。

B
・今後の新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、
実施可能なおはなし会について検討していく。

B
・今後の新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、
実施可能なおはなし会について検討していく。

市民に向けた「乳幼児向
けおはなし会」を行う。

乳
幼
小

児童青
少年課

子どもセンターのおはなし会おはなし会41
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【ただＯＮ】
＜前期＞
・乳幼児を対象にした、紙芝居・手遊び・パネルシア
ター・音楽に合わせてのお話など（絵本の紹介も含め）
を、ボランティア団体（ひろば文庫）の方々に依頼し実施
した。
（※2020年2月末以降は新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため休館およびイベントを中止。7月から再
開）
また、夏休み期間には小学生を対象にした「こわいお話
会」を実施した。

＜後期＞
・乳幼児を対象にした、紙芝居・手遊び・パネルシア
ター・音楽に合わせてのお話など（絵本の紹介も含め）
を、ボランティア団体（ひろば文庫）の方々に依頼し実施
した。
・2021年3月に乳幼児を対象とした講師による、わらべ
うたやふれあいあそび、手あそび、絵本の読み聞かせ
などの「わらべ歌とおはなしスペシャル」を実施した。
・新型コロナウイルス感染症対策として参加定員を設け
た。また、実施場所を広い部屋へ変更した事で密になら
ず安心して参加いただけた。内容についてはソーシャ
ルディスタンスを保ちながら楽しめるよう工夫している。

【まあち】
＜前期＞
・例年実施していた中央図書館とさるびあ図書館との共
催による乳幼児向けおはなし会は、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止とした。
・例年夏休み期間に1回実施していた、中央図書館との
共催による小学生向けおはなし会は、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため中止とした。
（※2020年2月末以降は新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため休館およびイベントを中止）
・毎月1回、おはなしボランティア「にこぽ」の方々による
手遊び、わらべうた、絵本の読み聞かせなどのおはなし
会（乳幼児向け）を実施している。
（※2020年2月末以降は新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため休館およびイベントを中止。9月から再
開）

＜後期＞
・図書館と共催のおはなし会は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため2020年度の開催は中止とした。
・毎月1回、おはなしボランティア「にこぽ」の方々による
手遊び、わらべうた、絵本の読み聞かせなどのおはなし
会（乳幼児向け）を実施した。新型コロナ感染症のため
9月から再開し、場所の変更や人数制限などの対策を
講じながら行った。
・おはなしボランティア「にこぽ」の方によるおはなし会
は、新型コロナ感染症対策のため、演者も距離をとる、
マスクを工夫するなどの対策を施して実施され、毎回定
員が埋まるほど盛況だった。

B

・図書館共催おはなし会は、新型コロナ感染症のため
開催することができなかったが、今後は、新型コロナ
ウィルス感染症対策をしながら、例年通り6月から年3回
の開催予定。
・ボランティアによるおはなし会は引き続き実施予定。

B
・今後の新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、
実施可能なおはなし会について検討していく。

市民に向けた「乳幼児向
けおはなし会」を行う。

乳
幼
小

児童青
少年課

子どもセンターのおはなし会おはなし会41
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1 5 おはなし会
自由民権資料館まつりのおは
なし会（紙芝居上演）

自由民
権資料
館

小
中
保

町田の郷土史に興味を
持ってもらうために、「町田
の民話」の紙芝居等を実
施する。

＜前期・後期共通＞
・自由民権資料館を身近に感じていただく取り組みとし
て「資料館まつり」を実施し、プログラムの一つとして紙
芝居を上演していたが、今年度の「資料館まつり」は中
止した。（※新型コロナウイルス感染症の影響による）

・新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、次年度
以降の資料館まつり実施を検討するとともに、町田の
歴史に関する資料の提供方法を検討していく。

C

＜前期＞
・毎月テーマに沿った2冊を選び、ひろばで読み聞か
せ、紹介を行っている。8月まではひろば事業を中止し
たため、9月から実施している。絵本の展示は事業中の
み行っている。
＜後期＞
・毎月テーマに沿った2冊を選び、ひろばで読み聞か
せ、紹介を行った。絵本の展示は事業中のみ行ってい
る。
＜前期＞
・おはなしじょうろ(ボランティアにより、3歳児健診の待ち
時間に絵本の読み聞かせや手遊びを計画。
（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため4月以降
実施していない。）

＜後期＞
・2020年4月以降、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、実施していない。

＜前期＞
・2020年度当初、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため図書館が休館したことに伴い、中止。図書館の
運営が再開した後（2020年6月9日）も、参加者等の安
全性を考慮し、休止。（※新型コロナウイルス感染症の
影響による）

＜後期＞
・2020年度後期も、新型コロナウイルス感染症の影響
のため、参加者等の安全性を考慮し中止。

＜前期＞
・夏休み前に、「本のたからじま（1・2年生、3・4年生、5・
6年生向け）」を、全公立小学校の奇数学年の全児童に
配布。
・「みんなでよもうこどもの本」総集編を、同時期に全公
立小学校の全児童に配布。
・｢ほんのたからじま 3･4･5さい｣については、2019年度
末に配布する予定だったが、5月に配布になった。（※
新型コロナウイルス感染症の影響による）

＜後期＞
・「 しん１ねんせい用本のたからじま」を学校に送付し、
入学式で配布するよう依頼 。
・「みんなでよもうこどもの本」を2回発行し、子ども関係
施設にて配布。「みんなでよもう子どもの本（総集編）」
の原稿を作成。
・｢ＹＡ通信｣を5回発行し、市内の全中学校・公立高校、
私立学校等37校、子どもセンター等へ配布。

B

・｢ほんのたからじま 3･4･5さい｣を、保育園・幼稚園に
配布予定。また、2021年度に内容改定を行うため、4月
の児童担当者の打合せでi編集担当館を決定。
・「みんなでよもう子どもの本（総集編）」を、4/23子ども
の読書週間に合わせて子ども関係施設に配布。
・21年度も継続して、　｢みんなでよもう子どもの本｣、｢Ｙ
Ａ通信｣等を発行する。

＜赤ちゃん向け＞
｢あかちゃんとたのしむえ
ほん｣
＜幼児向け＞
｢ほんのたからじま 3･4･5
さい｣
＜小学生向け＞
 ｢本のたからじま｣（学年ご
と）
その他、新しい本からおす
すめ　｢みんなでよもう子ど
もの本｣、｢ＹＡ通信｣等を発
行する。

乳
幼
小
中
保

図書館

C
・健診会場で3密を避けるため、呼び出し時間を細かく
区切り待合の時間を縮小しているため、再開の予定が
立たない。

3歳児健診の待ち時間に、
ボランティアグループの協
力による絵本の読み聞か
せや手遊びを行う。

幼
保

保健予
防課

図書館のおすすめブックリストブックリスト91

C
・新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて、参加者
の安全が一定程度確保できる状況になったら再開する
予定。

普及・継続に向けて、ブッ
クトークのノウハウ共有と
スキル向上を図る。
より効果的なＰＲに努め
る。

幼
小
中

図書館ブックトークブックトーク81

「きしゃポッポ」、「パパと一
緒にきしゃポッポ」、親子
対象のイベント等の保育
を伴う事業において、読み
聞かせや絵本の紹介を行
う。

乳
保

生涯学
習セン
ター

「きしゃポッポ」等での読み聞
かせ

おはなし会61

健診時のおはなし会おはなし会71

C

・引き続き、ひろばでの読み聞かせや照会、絵本の展
示を行っていきたい。また、2020年度は実施できなかっ
たが、図書館で大型絵本を借りるなどして、親子で楽し
める読み聞かせを工夫したい。
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＜前期＞
・7月15日～9月9日にかけて募集を行い、143編の応募
があった。

＜後期＞
・選考の結果、15編が受賞した。
・2021年3月23日（火）～4月4日（日）に、町田市民文学
館へ受賞者の氏名や作品等の展示スペースを設置し
た。
・優秀作品集「童話の木」を作成し、応募者全員及び学
校等へ送付し、2021年4月より市政情報課にて販売開
始した。
・2021年2月7日（日）に表彰式の開催を予定していた
が、国から緊急事態宣言が発令していたことと、新型コ
ロナウイルス感染症拡大の状況を鑑み、皆様の健康と
安全を第一に考慮した結果、表彰式を中止し、上記の
とおり展示スペースを設置した。

＜前期＞
・2021年度の児童青少年課から町田市民文学館への
事業移管のため、児童青少年課と学校関係者（小学校
長会・小教研国語部・中学校長会等）等と面会し、新型
コロナウイルス感染症の状況での「創作童話コンクー
ル」実施についての説明と協力を依頼した。併せて、
2021年度から（仮称）「ショートショートコンクール」に名
称を変更し、新たな形で事業を継続することを説明し
た。

＜後期＞
・新型コロナウィルス感染症拡大の状況を鑑み表彰式
を中止としたため、2021年3月23日（火）～4月4日（日）
に町田市民文学館で受賞者の氏名や作品等を発表す
る展示スペースを設置した。
・2021年度からの「ショートショートコンクール」を知って
もらうため中学校で「ショートショートの書き方ワーク
ショップ」を実施した。
・「ショートショート」の魅力や書き方を知ってもらうため
の動画を2本作成した。
・児童青少年課と連携して創作童話コンクールを実施し
た。表彰式は実施できなかったが、コロナ禍での可能な
形を検討し、展示による発表を行った。
・創作童話コンクールからショートショートコンクールへ
の移行をスムーズに行うため、動画を作成し、ワーク
ショップを実施するなど準備を行った。

101

B

B

・2021年度からは、子ども達により創造性の高い文芸
創作活動の機会を提供するため、町田市民文学館・図
書館に事業を移管し、ショートショートコンクールを開催
する。

・子ども達により創造性の高い文芸創作活動の機会を
提供するため、2021年度より、図書館（町田市民文学
館）へ事業を移管する。

青少年の創作活動の機会
提供の一環として、子ども
たちの豊かな人間性を育
むことを目的として行って
いる「創作童話コンクール
事業」を実施する。
（2020年度共催）

小
中

文学館

児童青
少年課

町田市創作童話コンクール
子ども向け
読書活動
普及事業



9

＜前期＞
・2019年度開催予定だった「第9回図書館まつり」を中
止（※新型コロナウイルス感染症の影響による）したこ
とを踏まえて、2020年9月24日「『まちだ図書館まつり』
会議」を実施。
・夏休み期間に実施している「一日図書館員」は中止。
（※新型コロナウイルス感染症の影響による）

＜後期＞
・10/15～1/17 小学4年生～18歳を対象にした「ひとこ
とＰＯＰコンテスト」を実施。413枚の応募があった。優秀
作品3点についてはしおりを作成し、町田市内で配布し
ている。
・11/29 児童文学作家の工藤純子氏を招いて、小学生
～18歳を対象にした講演会を実施。33名の参加があっ
た。
・11月に中央図書館30周年事業に合わせて、「図書館
まつり実行委員会」による展示コーナーでの展示を行っ
た。
・12/11～2/28 中高生向けレファレンス講座となる謎解
きイベント「まちクエ」を実施。45名の参加があった。
＜前期＞
・小中学生対象の実作講座等は中止とし、小学生対象
の俳句教室は親子参加型事業に変更して10～12月に
実施予定。（※新型コロナウイルス感染症の影響によ
る）
・町田市ホームページに「おうちで文学」と題し、俳句の
作り方を紹介する「俳句を作ってみよう！」をアップし
た。

＜後期＞
・小学生対象の俳句教室を親子参加型に変更し10～12
月にわたり3回実施した。
・中学3年生を対象にショートショートの書き方ワーク
ショップを実施した。
・新型コロナウイルス感染症の拡大が収まらない中で、
参加者や講師の安全を考慮しながら事業を実施した。

＜前期＞
・参加者の安全性を考慮し、受け入れを中止した。（※
新型コロナウイルス感染症の影響による）

＜後期＞
・2020年度後期も、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、参加者の安全性を考慮し、受け入れを中
止。

＜前期＞
・マイ保育園登録では387冊の絵本を配布した。

＜後期＞
・マイ保育園登録では642冊の絵本を配布した。

図書館見学の受け入れ
（利用ガイダンス、施設見学）

子ども向け
読書活動
普及事業

131

B
・引き続き、0歳でマイ保育園新規登録者には、絵本を
配布していく。

0歳で新規に「マイ保育
園」登録とした赤ちゃんに
は絵本を配布する。絵本
に関しては、図書館と連携
して0歳向けのものを選定
する。

乳
保

子育て
推進課

マイ保育園登録時の絵本配
布

子ども向け
読書活動
普及事業

141

C
・新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて、参加者
の安全が一定程度確保できる状況になったら再開する
予定。

学校等からの見学ツアー
等を受け入れ、図書館の
利用方法、図書館の行っ
ている仕事等を広める。

幼
小
中

図書館

B
・今後も実施方法や内容を柔軟に変更しながら実施す
る。

文学館の特徴をいかし
た、子ども対象の講座等
を実施する。

乳
幼
小
中

文学館文学館のイベント・講座
子ども向け
読書活動
普及事業

121

図書館のイベント・講座
子ども向け
読書活動
普及事業

111 B

・まちクエのような中高生向けイベントの実施に向けて、
話し合いを進める。
・図書館まつりについては、他市や他部署のまつりの研
究を進めながら、今まで協力いただいた団体との話し
合いを進める。

「一日図書館員」、「図書
館の達人養成講座（まちク
エ）」のような参加・体験型
イベント、「まちだ図書館ま
つり」等の図書館事業を行
う。.

乳
幼
小
中

図書館
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＜前期＞
・例年は平和祈念事業（8月）において、講座を実施する
が、今年度は新型コロナ感染症の影響で規模を縮小し
たためできなかった。

＜後期＞
・0歳から10歳の子どももつ保護者のための講座内容
（性教育）から、実際に育児中の保護者に親子で読める
本を推薦してもらい、模造紙にまとめて掲示した。

＜前期＞
・4月～9月に妊娠届出の妊婦及び転入の妊婦に対し、
「おすすめ絵本リスト」を封入した母子バッグを配布
（妊娠届出：1,129件、転入：94件）

＜後期＞
・10月～3月に妊娠届出の妊婦及び転入の妊婦に対
し、「おすすめ絵本リスト」を封入した母子バッグを配
布。
（妊娠届出：1,198件、転入：110件）

1 17
各学校での
読書活動

各校特色のある読書活動
学校・
指導課

小
中

教育課程「指導の重点」に
明記し、市立小・中学校に
おいてそれぞれ特色ある
読書活動に継続的に取り
組む。

＜前期・後期共通＞
・小学校42校、中学校20校全校で読書活動を実施
・読書指導の充実及び各教科等における学校図書館
の活用について、教育課程「指導の重点」に位置付け
た。

・「学校図書館活用の手引き」の活用促進を促し、学校
の教育活動の中で、各校が特色のある読書活動を推
進していけるよう、学校図書館担当者研修の１回を、図
書担当の教諭対象のものとし、教育活動の中で特色を
どのように出すか、検討できるようにする。

B

イベント等における本の活用
子ども向け
読書活動
普及事業

151

B
・今後も妊娠届出/転入の妊婦に対して、同様に配布を
行う。

母子手帳と一緒に配布さ
れる母子バッグに、赤ちゃ
んにおすすめの絵本のリ
ストを入れる。

乳
保

保健予
防課

母子バッグへのおすすめ絵本
リスト同封

子ども向け
読書活動
普及事業

161

C
・引き続き、平和祈念事業及び講座の実施の際に、本
の展示や紹介を行いたい。また、講座の中で、受講生
同士が本に関する情報交換を行える機会を設けたい。

イベントや講座等を開催
する際に、テーマや対象
にあった本を展示・紹介す
る。

乳
幼
小
中
保

生涯学
習セン
ター
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基本
目標

通し
番号

取組
グループ 取り組み 担当課 対象 内容

2020年度の取組状況／特記事項
（前期：2020年4月～9月、後期：2020年10月～2021年3月）

振り返りと今後の目標 自己評価

＜前期＞
・「Oxford Reading Tree」をはじめとする児童用英語教
材や英語絵本を2020年度前期は460冊購入し、92冊の
寄贈を受けた。
・中央、鶴川駅前、忠生の3館で「英語多読コーナー」を
展開しており、リーフレットや多読ノートを配布している。

＜後期＞
・「Oxford Reading Tree」をはじめとする児童用英語教
材や英語絵本を2020年度全体で867冊購入し、全館の
蔵書数は約5800冊となった。
・2021年3月に英語多読に関する講演会を行い、38名
の参加があった。

＜前期＞
・選定会議で、新刊の内容について現物を確認したうえ
で発注を行っている。
・カウンター業務における読書相談を丁寧に行うこと
で、利用者のニーズを把握するなど情報収集につなげ
ていく。

＜後期＞
・選定会議で、現物を見たうえで、新刊の内容を確認し
てから発注を行った。
・カウンター業務における読書相談を丁寧に行い、利用
者のニーズを把握するよう努めた。

＜前期＞
・新型コロナウイルス感染症により利用を控えている。

＜後期＞
・図書館の団体貸出を活用し、子ども達が絵本に触れ
る機会を作った。

＜前期＞
・新型コロナウイルス感染症の影響で夏休み期間が短
かったため、例年実施していた団体貸出による夏休み
期間の書籍借受を実施しなかった。
（※新型コロナウイルス感染症の影響による）

＜後期＞
・新型コロナウイルス感染症の影響もあり、団体貸出し
の利用がなかった。
・子ども達からリクエストを募り、新規購入で所有する本
の数を増やした。
・子どもたちからのリクエスト本により、図書の充実が図
られ、子どもたちの本を手にする機会が増え、図書コー
ナーで本に触れ合う姿が多く見られた。

・他の図書館でも「英語多読コーナー」を展開できるよ
う、英語児童書・絵本の購入を引き続き続けていく。
・英語のおはなし会等、児童・生徒が英語に親しめるよ
うなイベントを引き続き検討する。

町田市が取り組む「えいご
のまちだ」事業を推進し、
英語の児童書を充実す
る。

乳
幼
小
中

図書館

学童保育クラブ
図書資料
の充実

42 B

・今後の新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、
団体貸し出しを利用し、図書の充実をはかる。
・引き続き、子ども達からリクエストを募り、新規購入し
て所有する本の数を増やしていく。

事前にリスト等で選定した
再利用本を年代別にし、
計画的に受入れる。団体
貸出では、年代別のおす
すめ等をパッケージ化す
ることで利用の促進を図
る。

小
児童青
少年課

図書館児童資料
図書資料
の充実

22

C
新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、活用を
検討していく。

引き続き、絵本の状況確
認を行いながら、必要に
応じて本の購入や図書館
の再利用本活用で資料の
充実を図る。また図書館
の団体貸出もあわせて利
用する。

乳
幼

子育て
推進課

公立保育園および地域子育
て相談センター

図書資料
の充実

32

B

・今後も現物を見たうえで、内容を確認してから発注を
行う。
・読書相談等で得た内容を、ビジネスチャット（※）等で
活用する仕組みを検討する予定。

（※）ビジネスチャット：2020年度から市役所でテレワー
クを開始する際に導入した、出先のパソコンからでも連
絡が取れるチャット機能。

図書館において、児童・生
徒の興味関心や調べ学習
に対応できる蔵書構成、
資料の充実に努めるとと
もに、引き続き幅広いニー
ズに迅速に応えられるよ
う、情報収集に努める。

乳
幼
小
中

図書館

えいごのまちだ
図書資料
の充実

12

基本目標Ⅱ　　　◎いつでも身近なところに本がある環境作り

B

・自己評価基準・・・「Ａ：予定以上に取り組めた、Ｂ：予定通りに取り組めた、Ｃ：予定よりも取り組めなかった」
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＜前期＞
・利用者や地域の方から不要となった本を提供していた
だき、本を有効活用している。
・図書館のリサイクル本をテープで補強等を行った上で
配架し、活用している。

＜後期＞
・子ども委員会や来館者の子どもたちに本のリクエスト
を募り、新規購入で所有する本の数を増やしたり、利用
者や地域の方から不要となった本を提供していただき、
子どもセンターの蔵書数が増え、図書の充実が図られ
た。子どもたちの本を手にする機会が増え、図書コー
ナーで本に触れ合う姿が多く見られた。
・図書館のリサイクル本をテープで補強等を行った上で
配架し、活用した。

＜前期＞
・「学校図書館活動の手引き」の改定が2020年3月に終
わり、各校に配布した。
・学校図書館担当者研修において、学校図書館充実ハ
ンドブックを活用し、蔵書及び運営方法等について、講
義・演習、情報交換を行った。

＜後期＞
・図書館担当者研修会にて、「学校図書館活動の手引
き」の活用方法について、図書館指導員の方に周知し
た。

2 7
学校図書
館の整備

学校図書館の蔵書整備
学校・
指導課

小
中

組織的・計画的な選書、
調和のとれた蔵書の構成
方法について留意しなが
ら、考慮し、学校図書館資
料の充実を図る。

＜前期・後期共通＞
組織的・計画的な選書、調和のとれた蔵書とその活用
を念頭に置き、研修等の計画を行っていたが、今年度
については蔵書整備の内容を扱うことができなかった。

・学校図書館担当者研修の１回を、図書担当の教諭対
象のものとし、蔵書構成について、説明をする時間をと
る。
・選書については、町田市立図書館の情報提供を生か
し、各校が選書を進めていけるようにする。

C

＜前期＞
・学校規模に応じた予算配当を行った。
・「学校図書館蔵書整備計画」の、2020年3月31日時点
の進捗状況を確認し、「学校図書館図書標準」の未達
成校に対して訪問指導を行った。
・2020年9月30日時点の、「学校図書館蔵書整備報告
書」の進捗状況を確認した。

＜後期＞
・2021年3月31日時点の学校図書蔵書整備状況を調査
し、全校が学校図書館図書標準を達成したことを確認
した。

学校図書館の蔵書整備
学校図書
館の整備

72 B

・引き続き学校図書館図書標準の達成を支援するとと
もに、蔵書数を維持できるよう予算の確保に努める。
・今後も各校の学校図書館の蔵書数や学校図書館図
書標準の達成状況を確認する。

組織的・計画的な選書、
調和のとれた蔵書の構成
方法について留意しなが
ら、考慮し、学校図書館資
料の充実を図る。

小
中

教育総
務課

「学校図書館活動の手引き」
学校図書
館の整備

62 B

・2020年度の図書館担当者研修会では図書館指導員
の参加が中心だったことから、図書館指導員への周知
が行き届いた。2021年度については2020年度の傾向を
踏まえ、図書担当の教員対象の研修会の中でも、「学
校図書館活動の手引き」の活用について、周知する。

活用状況を把握するととも
に研修等の内容に反映さ
せ、普及・啓発を図ってい
く。

施
学校・
指導課

B

・引き続き、利用者や地域の方から提供される本につい
て、内容を確認し有効活用する。
・寄贈本やリクエスト本については、シリーズものの場
合は巻数を補填するなどし、内容の充実をはかる。

事前にリスト等で選定した
再利用本を年代別にし、
計画的に受入れる。団体
貸出では、年代別のおす
すめ等をパッケージ化す
ることで利用の促進を図
る。

幼
小
中

児童青
少年課

子どもセンター
図書資料
の充実

52
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＜前期＞
・2019年度に実施したアンケート結果をもとに、改善点
を検討した。
・今年度は新型コロナウィルス感染症対応のためカリ
キュラムの予定が変更になっているため、貸出・返却の
日程調整について、臨機応変に相談に応じた。
・人気テーマの貸出セット準備のため、資料のリストアッ
プ、追加発注等を開始した。

＜後期＞
・校長会や図書指導員の研修会等にて、学校図書館支
援貸出の利用案内等、市立図書館からの支援サービ
ス紹介を行なった。
・2021年度に向け、学校図書館支援貸出制度をより利
用してもらえるよう、登録・更新手続きの簡素化を図っ
た。未利用校へは、コンパクトにまとめた利用案内を同
封する等、利用促進を図った。

＜前期＞
新型コロナウィルス感染症のため、4月から7月のひろ
ばカレンダーは発行中止し、8月から発行開始してい
る。図書館のお話会は中止のため、掲載はしていな
い。201カ所で配布している。

＜後期＞
・図書館のおはなし会は中止のため、掲載はしていな
い。2月に1回掲載。201カ所で配布している。

＜前期＞
・子どもとその保護者を対象とした、おはなし会や紙芝
居や絵本、ことば遊びのイベント情報を、おはなし会の
分野に毎春号で4件掲載した。（春号5,200部、夏号
1,500部、秋号1,500部を各市内公共施設や相模原市・
大学・専門学校等で配布）
・夏号、秋号については、イベント中止のため掲載なし。
（※新型コロナウイルス感染症の影響による）」

＜後期＞
・子どもとその保護者を対象とした、おはなし会や紙芝
居や絵本、ことば遊びのイベントの情報を5件掲載し
た。
（春4,200部・夏4,000部、秋号1,500部、冬号1,800部を各
市内公共施設や相模原市・大学・専門学校等で配布）
・夏号、秋号については、イベント中止のため掲載なし。
（※新型コロナウイルス感染症の影響による）

「子育てひろばカレンダー」の
発行

情報の発
信（保護者
向け）

92

C
・引き続き、イベント等事業の再開次第、読書や読み聞
かせに関する講座、おはなし会等の情報を分かりやす
く発信する。

市民が参加できる講座・
講演会、イベント情報を集
めた情報誌「生涯学習ＮＡ
ＶＩ」の中で、読書や読み聞
かせに関する講座、おは
なし会の情報を発信する。

保
生涯学
習セン
ター

「生涯学習ＮＡＶＩ」の発行
情報の発
信（保護者
向け）

102

B
・町田市子育てサイト、町田市メール配信サービスでの
情報発信の周知を進めていく。

保育園で実施している子
育てひろばに関する情報
誌「子育てひろばカレン
ダー」に、図書館で開催し
ているおはなし会情報を
掲載している。毎月25日
に発行し、市内約160箇所
で配布している。

保
子育て
推進課

B
・学校図書館について、調査やヒアリング等を行う。
・2021年度以降の実施方法について、改善案を決定す
る。

図書館から学校図書館へ
の貸出のしくみを改善する
など、支援方法を見直す。

小
中
施

図書館学校図書館支援貸出
学校図書
館の整備

82
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＜前期＞
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、休館やイベ
ント等が中止となっていた。事業の再開にあわせ、イベ
ント情報も徐々に発信が増えている。
（※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、休
館およびイベントの中止）

＜後期＞
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、行えるイベ
ントや参加者に制限はあるが、保護者に向け情報の発
信を行っている。

＜前期＞
・「おはなし会」等イベント休止の連絡を随時行った。
・「第四次子ども読書活動推進計画」の本文を掲載。今
までの会議で報告した第三次計画の実施報告書も合
わせて掲載している。

＜後期＞
・「おはなし会」等イベント休止の連絡を随時行った。
・講演会やまちクエ等のイベントではTwitterを活用し
た。

＜前期＞
・「緊急事態宣言」を踏まえた臨時休業中の学習等につ
いて、家庭学習チャレンジシート「『自分で時間割を考え
て、家庭学習にチャレンジしよう（例）』を作成し、各学校
に周知した。

＜後期＞
・中学校の「家庭学習推進の手引き」の改訂を行う予定
だったが、ＩＣＴの活用を盛り込む必要があることを鑑
み、改訂を先送りした。読書活動については、その中で
継続推進していく方向性である。

＜前期＞
・読書マップ作製のため、掲載可能な部署や団体に掲
載許可を依頼した。

＜後期＞
・読書活動推進にかかる連携施設に本を閲覧できる市
の施設や近隣市の相互利用図書館を加え、2021年3月
に読書マップを作成した。
・読書マップは図書館や市民センター等で配布の他、図
書館ホームページで公開した。

「家庭学習推進の手引き」の
提供

情報の発
信（保護者
向け）

132

B

・地域文庫やまちライブラリーなど、連携施設と共催す
るイベント等について検討する。
・市民に広く情報を求め、読書マップを随時更新し、内
容を充実させていく。

本に出会える施設や、お
はなし会等を実施している
団体の情報を集約した読
書マップを2020年に作成・
公開する。

保図書館「本と出会う場所」マップ
情報の発
信（保護者
向け）

142

B
・家庭での読書活動推進には、どのような取組が考えら
れるかを検討し、「家庭学習推進の手引き」の中に盛り
込んでいく。

全家庭に「家庭学習推進
の手引き」を作成し、配付
していく。

保
学校・
指導課

まちだ子育てサイトの活用
情報の発
信（保護者
向け）

112

B・引き続きわかりやすく情報の早い発信を目指す。

「おはなし会」等のイベント
や子どもの読書活動推進
普及に役立つ情報を掲載
する。

保図書館図書館ホームページ・Ｔｗｉｔｔｅｒ
情報の発
信（保護者
向け）

122

B
・引き続き、各施設で行われているイベントの情報を、
分かりやすく見やすく伝えていく。

「おはなし会」等のイベント
や子どもの読書活動推進
普及に役立つ情報を掲載
する。

保
子ども
総務課
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基本
目標

通し
番号

取組
グループ 取り組み 担当課 対象 内容

2020年度の取組状況／特記事項
（前期：2020年4月～9月、後期：2020年10月～2021年3月）

振り返りと今後の目標 自己評価

＜前期＞
組織的・計画的な選書、調和のとれた蔵書とその活用
を念頭に置き、学校図書館担当者研修会等で周知を図
るようにしている。

＜後期＞
・感染症予防の観点から、集合して学校図書館担当者
研修を行うことが難しかった。そのため、図書指導員の
方から要望が多かったテーマについて、動画撮影を行
い、youtube配信を研修1回分行った。
・研修を動画配信したこともあり、図書指導員間での情
報交換の場を設けることが難しかった。

＜前期＞
今年度は、コロナウイルス感染症予防のため、事前に
図書館の職員の方に取材依頼を行い、動画にて研修を
行った。

＜後期＞
・前期の研修受講後の受講者アンケートの取りまとめを
行った。

＜前期＞
・育児中の保護者を対象に、人気の絵本作家のおはな
し会を企画していたが、実施を先送りとした。
（※新型コロナウイルス感染症の影響による）
・当館で活動しているボランティアサークル「桃の木工
房」のホームページにリンクをはり、おうちでできるわら
べうた遊びやおすすめの絵本等を紹介した。

＜後期＞
・乳幼児の保護者を対象に、絵本の選び方や読み聞か
せの方法を学んでもらう、絵本の読み聞かせ講座を実
施した（全2回）。
・コロナ禍で自宅で過ごす時間が増え、読み聞かせの
機会も多くなっていたため、参加者には有意義な時間
だったようだった。

＜前期＞
2020年9月29日（火）に、マスクを着用するなど感染症
対策を行ったうえで、大型絵本・紙芝居の読み聞かせ、
昔話の朗読など実演を踏まえて講座を行った。

＜後期＞
・12/4「絵本の読み聞かせ講座実践編」実施、町田市
内で読み聞かせ活動に関わる保護者・ボランティア8名
参加。

児童文学講座の実施講座33

B
・新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、開催時
期と内容を検討し、次年度も実施予定。

保育園・幼稚園や小学校
で読み聞かせを行ってい
る保護者に対して、絵本
の読み聞かせ講座を実施
する。

保図書館
保護者向け絵本の読み聞か
せ講座の実施

ボランティ
ア養成

43

B
・大変好評だったので、参加者の感想等を参考にしな
がら、さらに内容を工夫し実施する。

児童文学への理解を深め
ることにより、個人の読書
行動や子どもの読書に関
わる活動に寄与する。

保文学館

学校図書館担当者研修
施設運営
職員の育
成研修

13

A
・アンケート結果を受け、来年度以降も図書支援サービ
スについての研修を取り入れ、初任者の授業力向上に
つなげていくことにする。

研修を通して、専門性が
深まるように啓発してい
く。

施
学校・
指導課

新任教諭への図書館研修
施設運営
職員の育
成研修

23

B

・図書指導員・学校司書が司書教諭等と連携して円滑
な図書館運営を図れるように、教員対象の研修も実施
する。
・昨年の研修の実施後アンケートでいただいた意見をも
とに、研修の内容が、参加者のニーズに合ったものに
なるようにし、図書館の充実が図っていけるように考え
る。

図書指導員・学校司書が
司書教諭等と連携して円
滑な図書館運営を図れる
よう、学校ごとの組織的・
計画的な蔵書管理、調和
のとれた蔵書や環境整
備、学校図書館を活用し
た学習等、学校図書館を
充実していくための研修を
行う。また、図書指導員間
での情報共有を行う。

施
学校・
指導課

基本目標Ⅲ　　◎子どもの読書に関わる人の配置と育成 ・自己評価基準・・・「Ａ：予定以上に取り組めた、Ｂ：予定通りに取り組めた、Ｃ：予定よりも取り組めなかった」
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＜前期＞
今年度事業の予定が確定できず、安定した講座の執行
が困難であると判断し、「おはなし会ボランティア養成講
座」の開催については休止した。（※新型コロナウイル
ス感染症の影響による）

＜後期＞
【中央図書館】
・11/13「乳幼児ボランティア向けスキルアップ研修」実
施、7名参加。
・11/25「語り手ボランティア向けスキルアップ研修」実
施、10名参加。
・3/2乳幼児向けおはなし会ボランティアスキルアップ講
座を実施予定だったが、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため中止。
【金森図書館】
・12/11「乳幼児ボランティア研修」実施、6名参加

＜前期＞
・10月の実施に向け検討してきたが、新型コロナウィル
スの感染状況を鑑み中止とした。（※新型コロナウイル
ス感染症の影響による）
・2月に「おうち時間をもっと楽しく！」と題し、0～2歳児
を子育て中の保護者対象に読み聞かせ講座（全2回）を
開講予定。ボランティア研修を兼ねて実施する。

＜後期＞
・乳幼児保護者対象の絵本の読み聞かせ講座を、ボラ
ンティアの研修を兼ねて実施した。
・コロナ禍のため参加者が少なかった。

図書館おはなし会ボランティ
アの養成

ボランティ
ア養成

53

C
・今後は不安材料や課題を洗い出し、ボランティアも安
心して事業に取りくめるような体制を作っていきたい。

｢ちちんぷいぷい支援隊｣
メンバーの更なるレベル
アップを図るための研修を
継続して行う。メンバー以
外の子どもの読書に関わ
る人も研修に参加してもら
う。

保文学館
文学館おはなし会ボランティ
アの養成

ボランティ
ア養成

63

B
・新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、開催時
期と内容を検討し、次年度も実施予定。

ボランティアの更なる活躍
のため、レベルアップ研
修、おはなし会スキル講
習を検討し、実施する。

保図書館


